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次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

●
令
和
二
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
九
日
か
ら
開
か
れ
る
予
定
で
す

　

主
に
、
令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
通
常
、
初
日
と
二
日
目
、
三
日
目
に
一
般
質
問
、
最
終
日
に
議
案
の
議
決
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
傍
聴
す
る
に
は

●
本
会
議
・
委
員
会
と
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
傍
聴
に
際
し
感
染
症
予
防
対
策
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

会
議
の
当
日
、
区
議
会
事
務
局
で
傍
聴
券
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
交
付
を
受
け
て
か
ら
傍
聴
席
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
の
ま
ま
で
傍
聴
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

区
議
会
事
務
局
議
事
係　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

３
４
６
３
─
１
０
７
３

●
本
会
議
で
手
話
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す

　

定
例
会
初
日
は
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
傍
聴
を
希
望
す
る
日
の
七
日
前
ま
で

に
、
①
住
所
②
氏
名
③
連
絡
先
④
希
望
日
時
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で
庶
務
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

区
議
会
事
務
局
庶
務
係　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

５
４
５
８
─
４
９
３
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

３
４
６
３
─
１
０
９
４

　
　
　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

div-kugikai@
shibuya.tokyo　

令
和
二
年
度
渋
谷
区
一
般
会
計
補
正
予
算
、

令
和
二
年
度
渋
谷
区
一
般
会
計
補
正
予
算
、

渋
谷
区
特
別
区
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

渋
谷
区
特
別
区
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

　

令
和
二
年
第
一
回
臨
時
会
は
、
五
月
十
一
日
に
開
か
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
伴
う
、

令
和
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
一
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
意
見
書
一
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
初

日
に
二
人
の
議
員
が
、
二
日
目
に
は
三
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、
三
日
目
に
は

七
人
の
議
員
が
個
人
と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
渋
谷
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
十
件
、
笹
塚
防
災
職
員
住

宅
（
仮
称
）
建
設
工
事
請
負
契
約
一
件
、
令
和
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
二
件
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

補
正
予
算
一
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
請
願
一
件
を
採
択
、
意
見
書
一
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し
の
報
告
一
件
、
サ
ー
ビ
ス
公
社
、
土
地
開
発
公
社
、

観
光
協
会
、
都
市
整
備
公
社
及
び
美
術
振
興
財
団
の
経
営
状
況
の
報
告
五
件
を
聴
取
し
ま
し
た
。
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新型コロナウイルス感染症
対策等５点について伺う

自由民主党
斉藤　貴之 議員

向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
可
能
な

環
境
整
備
。
⑥
仕
出
し
弁
当
は
夏

休
み
等
も
同
様
の
対
応
で
調
整
中
。

有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
委
託
事
業
者

決
定
、
内
容
調
整
中
。
⑦
委
員
は

教
育
学
や
建
築
学
等
の
見
識
を
持 

っ
た
方
や
様
々
な
分
野
で
地
域
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
十
二
月
ま
で
に

素
案
を
ま
と
め
、
一
、
二
月
頃
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、

三
月
ま
で
に
計
画
策
定
予
定
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

新型コロナウイルス感染症
対策等7点について伺う

シブヤ笑顔
薬丸　義人 議員

一
般
質
問（
代
表
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問  

①
第
二
波
に
備
え
る
体
制
づ

く
り
は
。
②
今
後
の
職
員
勤
務
体

制
は
。
③
休
止
中
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
、
区
施
設
再
開
の
考
え
方
と

発
熱
者
検
知
の
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

の
導
入
台
数
、
設
置
場
所
、
予
算

は
。
④
三
密
が
予
想
さ
れ
る
避
難

所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

は
。
⑤
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

（
文
字
に
よ
ら
な
い
案
内
図
表
示
） 

は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
統
一
を
。

区
長  

①
更
に
き
め
細
か
い
感
染

防
止
対
策
を
全
職
員
に
周
知
徹
底

し
推
進
す
る
。
②
在
宅
勤
務
等
の

テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
や
時
差
通
勤
の

推
進
、
窓
口
の
電
子
化
や
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
活
用
等
。
③
施
設
全

面
再
開
は
感
染
状
況
を
慎
重
に
見

極
め
判
断
。
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
は

感
染
予
防
対
策
を
前
提
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
等
個
々
に
可
否
判
断
。

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
は
本
庁
舎
で
試

験
済
み
。
今
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ

Ｕ
Ｂ
Ｅ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
、
文

化
総
合
セ
ン
タ
ー
大
和
田
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
は
ぁ
と
ぴ
あ
原

宿
等
に
先
行
導
入
予
定
。
台
数
や

予
算
は
精
査
中
。
④
避
難
所
運
用

面
の
感
染
防
止
対
策
を
盛
り
込
む
。

⑤
区
有
施
設
は
表
示
統
一
を
進
め
、

民
間
施
設
は
調
査
検
討
を
進
め
る
。

産
業
観
光
に
つ
い
て

問  

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
区
独
自
の
支
援
策
拡
充
を
。

②
感
染
再
拡
大
時
で
も
事
業
活
動

が
継
続
可
能
な
環
境
整
備
の
支
援

策
や
区
サ
ー
ビ
ス
導
入
を
。
③
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
集
積

地
と
し
て
の
渋
谷
を
作
っ
て
い
く

の
か
。
本
年
度
の
事
業
展
開
は
。

区
長  

①
緊
急
経
営
支
援
特
別
資

金
制
度
の
貸
付
限
度
額
増
や
期
間

延
長
等
の
制
度
拡
充
。
②
フ
ー
ド

デ
リ
バ
リ
ー
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
支
援
事
業
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
等
で
環
境
整
備
。
③

渋
谷
特
有
の
ル
ー
ル
作
り
を
図
り

国
内
外
の
起
業
家
、
投
資
家
、
研

究
者
に
最
適
な
環
境
作
り
を
行
う
。

今
年
度
は
英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

構
築
な
ど
国
内
外
へ
の
情
報
発
信

強
化
と
オ
フ
ィ
ス
支
援
策
を
行
う
。

福
祉
に
つ
い
て

問  

①
障
が
い
者
施
設
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染

発
生
防
止
対
策
は
。
②
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援
は
。
③
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
本
人
の
筋
力

回
復
や
引
き
こ
も
り
防
止
、
家
族

へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
更
な
る

対
策
を
。
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な

せ
る
か
否
か
で
経
済
格
差
を
生
じ
、

格
差
社
会
に
つ
な
が
る
現
象
で
あ

る
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情

報
格
差
）
に
つ
い
て
、
情
報
社
会

で
高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る

現
状
を
改
善
す
る
取
組
は
。
⑤
感

染
症
防
止
の
た
め
の
自
粛
の
影
響

に
よ
る
、
ひ
と
り
親
の
子
育
て
負

担
増
に
対
し
区
独
自
支
援
を
。

区
長  

①
各
施
設
利
用
者
の
個
別

状
況
に
配
慮
し
つ
つ
感
染
予
防
の

徹
底
を
図
る
。
②
国
や
都
の
支
援

策
を
見
極
め
総
合
的
に
検
討
。
③

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
若
返
る
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
体
操
」
や
「
ロ
コ
モ

予
防
の
運
動
」
を
紹
介
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
定
期
的
な

電
話
や
訪
問
に
よ
り
安
否
確
認
。

④
シ
ニ
ア
い
き
い
き
事
業
で
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
教
室
を

実
施
。
渋
谷
ハ
チ
コ
ウ
大
学
で
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
講
座
を
開
始
。
⑤
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
早
急
に
具
体

案
を
ま
と
め
、
速
や
か
に
実
施
。

健
康
推
進
に
つ
い
て

問  

今
回
の
感
染
症
流
行
、
緊
急

事
態
措
置
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ

た
課
題
は
。
ま
た
、
そ
れ
を
教
訓

に
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
も
た

ら
す
課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

区
長  

外
出
自
粛
な
ど
で
人
と
の

つ
な
が
り
が
困
難
に
な
り
、
保
健

相
談
所
で
も
電
話
相
談
中
心
に
な

る
な
ど
区
民
が
相
談
で
き
る
機
会

が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

慣
れ
な
い
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
よ
り
心
身
に
変
調
を
き
た
す
方

の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
。
現
在
は

悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
方
へ
、
よ

り
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ
う
三
密

回
避
に
配
慮
し
つ
つ
面
談
に
よ
る

妊
婦
全
数
面
接
や
、
訪
問
等
の
保

健
師
活
動
、
精
神
保
健
相
談
等
を

再
開
。
こ
こ
ろ
の
状
態
に
合
わ
せ

た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
強
化
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
学
校
再
開
に
当
た
り
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
導
入
を
。
②
区
立
小

中
学
校
再
開
後
の
感
染
防
止
策
の

配
慮
や
取
組
、
学
校
行
事
等
の
対

応
は
。
③
六
月
一
日
に
再
開
し
た

保
育
園
の
今
後
の
運
営
は
。
④
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、
現
行
シ
ス

テ
ム
で
可
能
な
学
習
は
。
⑤
次
期

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
機
能
向
上
は
。

⑥
放
課
後
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
弁

当
販
売
の
継
続
・
拡
充
、
有
料
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
・
進
捗
は
。
⑦

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
検

討
会
の
委
員
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

区
長  

③
非
接
触
型
体
温
計
設
置
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
十
分
に
確

保
。
延
長
保
育
や
一
時
保
育
の
段

階
的
な
再
開
。
行
事
は
万
全
な
感

染
対
策
で
安
全
な
実
施
に
努
め
る
。

教
育
長  

①
学
校
現
場
の
意
見
も

踏
ま
え
設
置
検
討
。
②
各
園
、
各

校
に
感
染
防
止
策
の
策
定
を
指
示
。

学
校
行
事
で
は
入
園
式
・
入
学
式

を
六
月
末
挙
行
。
修
学
旅
行
等
は

中
止
で
は
な
く
延
期
。
④
六
月
中

旬
ま
で
に
は
双
方
向
型
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
が
可
能
に
。
⑤
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ　

Ｇ

ｏ　

２
」
を
採
用
。
学
習
系
シ
ス

テ
ム
で
は
自
動
採
点
可
能
で
教
員 

が
学
習
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
、  

き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
。
校
務

系
シ
ス
テ
ム
で
は
事
務
処
理
業
務

を
効
率
化
し
教
職
員
の
負
担
を
軽

減
。
万
全
な
運
用
開
始
の
た
め
、

教
職
員
へ
の
端
末
先
行
配
布
や
研

修
計
画
も
作
成
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

教
訓
か
ら
、
快
適
・
確
実
な
双
方

▷ 

医
療
従
事
者
に
感
謝
を
示
す

　

 

た
め
渋
谷
上
空
を
飛
行
す
る

　

 

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問  

①
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
に
専

用
の
対
策
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
は
。

ま
た
感
染
に
関
す
る
具
体
的
な
対

策
・
対
応
を
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
報
告
し
て
は
。
②
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
に
区
独
自
の
上

乗
せ
を
。
③
Ｄ
Ｖ
防
止
、
乳
幼

児
・
子
ど
も
・
高
齢
者
虐
待
防
止

へ
の
考
え
と
幼
稚
園
児
・
小
中
学

生
虐
待
防
止
の
所
見
を
。
④
飲
食

店
等
へ
区
独
自
の
家
賃
支
援
制
度

導
入
を
。
⑤
「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」

で
コ
ロ
ナ
関
連
の
情
報
発
信
と
認

知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配
信
を
。

⑥
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ａ
Ｉ
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
外
国
語
の
質
の
向

上
を
。
⑦
渋
谷
ハ
チ
コ
ウ
大
学
の

講
座
再
開
に
向
け
た
対
策
の
検
討

と
電
子
申
請
手
続
の
改
善
を
。

区
長 

①
対
策
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

迅
速
に
支
援
体
制
を
整
え
る
。
今

後
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
開
示
に

努
め
る
。
②
ひ
と
り
親
世
帯
に
対

す
る
区
独
自
の
支
援
策
の
具
体
案

を
早
急
に
ま
と
め
速
や
か
に
実
施

す
る
。
③
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
相
談
窓
口

の
周
知
や
電
話
・
訪
問
等
で
状
況

確
認
を
実
施
。
④
家
賃
支
援
制
度

導
入
は
総
合
的
に
考
え
る
と
困
難
。

⑤
区
が
新
番
組
を
提
供
す
る
こ
と

も
検
討
。
⑥
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
乗
換

え
の
た
め
事
業
者
と
調
整
中
で
、

外
国
語
に
よ
る
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
入

力
対
応
も
で
き
る
だ
け
早
い
実
装

に
取
り
組
む
。
⑦
七
月
か
ら
感
染

防
止
対
策
を
行
い
講
座
を
再
開
、

現
在
動
画
に
よ
る
講
座
配
信
を
準

備
中
。
電
子
申
請
は
渋
谷
区
独
自

シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
。

教
育
長  

③
電
話
や
面
談
に
よ
り

虐
待
等
を
把
握
す
る
よ
う
通
知
。

実
施
計
画
二
〇
二
〇
に
つ
い
て

問  

見
直
し
を
図
り
、
実
施
計
画

二
〇
二
一
に
策
定
し
直
し
て
は
。

区
長  

実
施
計
画
そ
の
も
の
を
見

直
し
再
度
策
定
す
る
の
で
は
な
く
、

個
別
に
変
更
が
必
要
な
事
業
の
見

直
し
に
注
力
す
る
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問  

①
客
引
き
行
為
の
罰
則
強
化

の
た
め
、
過
料
徴
収
を
条
例
に
織

り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
②
土

砂
災
害
警
戒
区
域
で
崖
な
ど
の
整

備
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
助
成
を
。

区
長  

①
対
策
強
化
を
図
っ
て
お

り
現
状
の
運
用
手
法
を
継
続
す
る
。

②
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
区
独

自
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
財
政
面

や
制
度
面
の
研
究
・
検
討
を
行
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問  

返
礼
品
の
プ
ラ
ン
、
寄
附
型

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
伺
う
。

区
長  

将
棋
会
館
で
プ
ロ
棋
士
と

の
対
戦
、
渋
谷
ス
カ
イ
貸
切
り
サ

ー
ビ
ス
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
等

を
候
補
。
寄
附
型
導
入
も
検
討
中
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

問  

区
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等

で
実
施
し
て
き
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の「
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
」 

を
出
張
所
単
位
に
拡
大
し
て
は
。

区
長 

「
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
」

を
含
め
た
新
た
な
普
及
策
を
検
討
。

交
通
政
策
に
つ
い
て

問  

①
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
及
び
法
定
協
議
会
の
設
置
を
。

②
自
転
車
利
用
時
の
幼
児
・
児
童

へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
義
務
化

し
、
そ
の
購
入
費
用
助
成
を
。

区
長  

①
国
や
都
の
動
向
、
他
地

区
の
取
組
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
調

査
研
究
を
進
め
る
。
②
購
入
助
成

は
効
果
的
な
手
法
。
実
施
に
向
け

検
討
す
る
。
着
用
義
務
化
は
他
自

治
体
の
取
組
な
ど
を
参
考
に
検
討
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
学
習
計
画
の
見
直
し
が
避

け
ら
れ
な
い
中
、
今
後
ど
の
よ
う

▷ 

自
宅
で
の
区
立
小
学
校

　

  

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
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に
指
導
を
進
め
て
い
く
の
か
。
②

不
登
校
や
入
院
中
の
児
童
生
徒
、

あ
る
い
は
学
級
閉
鎖
時
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
活
用
し
て
は
。
③
新

し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
児
童
生
徒
へ

の
操
作
指
導
、
教
職
員
へ
の
事
前

レ
ク
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長  

①
授
業
時
数
の
確
保
に

向
け
連
合
行
事
を
中
止
し
、
授
業

日
を
七
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す

る
通
知
を
発
出
。
②
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
活
用
方
法
を
研

究
し
、
充
実
に
努
め
る
。
③
九
月

ま
で
事
業
者
が
教
職
員
に
操
作
や

活
用
方
法
の
研
修
を
行
い
、
九
月

以
降
も
継
続
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

が
月
八
回
各
校
を
訪
問
し
支
援
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

⑤
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
へ
の
支
援
は
。

⑥
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
外
国
人
の
方
に
使
い

づ
ら
い
の
で
整
備
を
。
区
ニ
ュ
ー

ス
掲
載
は
重
要
な
事
柄
は
何
度
で

も
お
知
ら
せ
を
。
⑦
大
学
生
等
の

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
を
し
て
は
。

区
長  

①
六
月
一
日
に
発
送
を
終

え
、
五
月
末
現
在
一
万
五
百
四
十

四
世
帯
に
振
り
込
み
。
区
や
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
様
々
な
寄
附
を

受
け
付
け
て
い
る
が
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
の
際
は
情

報
提
供
を
行
う
。
特
殊
詐
欺
対
策

は
、
区
ニ
ュ
ー
ス
や
街
頭
ビ
ジ
ョ

ン
で
の
放
映
、
ま
た
、
「
し
ぶ
や

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
情
報
発
信
と
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
高
齢
者

の
た
め
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
区
内

十
一
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
布
。
②
「
三
密
」
を
回

避
す
る
対
策
を
と
り
、
避
難
所
に

つ
い
て
は
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反

映
さ
せ
て
周
知
し
、
訓
練
も
実
施

す
る
よ
う
努
め
る
。
非
接
触
型
体

温
計
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
新

た
な
物
品
の
備
蓄
を
早
急
に
進
め

る
。
③
中
小
企
業
診
断
士
が
融
資

ほ
か
、
経
営
や
経
理
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
費
用
の

助
成
で
は
な
く
、
専
門
家
の
活
用

に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
検
討
。
④
区
独
自
の
助
成
は
困

難
。
融
資
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な

が
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
活
用
等
効
果
的
な
支
援
を
実

施
し
て
い
く
。
⑤
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
者
と
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
産
業
や
文
化
振
興
等

の
支
援
企
画
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
⑥
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
や
ツ

ー
ル
の
導
入
を
検
討
。
区
ニ
ュ
ー

ス
は
原
則
と
し
て
、
情
報
を
二
号

連
続
し
て
掲
載
し
な
い
ル
ー
ル
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

情
報
に
関
し
て
は
複
数
回
掲
載
。

⑦
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
学

校
再
開
の
状
況
も
見
極
め
て
検
討
。

福
祉
、
健
康
に
つ
い
て

問  

①
介
護
事
業
所
及
び
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
、
今

後
の
感
染
拡
大
防
止
策
は
。
事
業

所
の
家
賃
助
成
を
。
自
宅
等
で
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
障
が

い
者
に
対
し
て
、
把
握
に
努
め
、

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
等
の
支
援
を
。

②
高
齢
者
の
活
動
再
開
は
。
災
害

時
必
要
な
電
子
情
報
と
し
て
情
報

端
末
の
貸
与
や
購
入
助
成
を
。
③

区
民
の
健
康
情
報
を
一
元
化
し
た
、

電
子
版
健
康
手
帳
「
シ
ブ
ヤ
健
康

ノ
ー
ト
」
の
創
設
を
提
案
す
る
。

区
長  

①
集
団
感
染
に
つ
い
て
検

証
を
行
い
、
予
防
の
徹
底
、
必
要

な
物
資
の
確
保
に
努
め
、
健
康
管

理
・
生
活
介
護
等
を
支
援
。
家
賃

助
成
は
、
報
酬
上
の
特
例
制
度
や

各
種
助
成
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

周
知
を
図
り
検
討
。
各
事
業
所
に

お
い
て
家
庭
で
の
状
況
の
確
認
や

相
談
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
条

件
緩
和
を
周
知
し
、
相
談
支
援
の

充
実
に
取
り
組
む
。
②
高
齢
者
の

各
種
運
動
教
室
等
は
、
感
染
症
対

策
に
加
え
、
熱
中
症
の
注
意
等
、

区
民
生
活
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て

問  

①
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い

て
、
申
請
書
は
何
％
発
送
し
、
何

世
帯
へ
の
振
り
込
み
が
終
了
し
た

か
。
給
付
金
の
寄
附
の
窓
口
と
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
情

報
提
供
を
行
う
べ
き
。
給
付
金
を

狙
う
特
殊
詐
欺
対
策
は
。
②
区
施

設
の
使
用
と
避
難
所
の
新
し
い
ル

ー
ル
作
り
は
。
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
支
援
策
の
無
料
相
談
窓

口
と
申
請
書
作
成
費
用
の
助
成
は
。

④
テ
ナ
ン
ト
等
の
賃
料
助
成
は
。

安
全
確
保
を
し
た
上
で
、
可
能
な

限
り
早
い
再
開
を
目
指
す
。
情
報

弱
者
対
策
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

着
手
、
貸
与
や
購
入
助
成
も
併
せ

て
検
討
。
③
本
人
が
管
理
す
る
電

子
版
健
康
手
帳
に
区
や
区
以
外
が

保
有
す
る
情
報
デ
ー
タ
の
移
行
が

可
能
か
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

子
育
て
、
教
育
に
つ
い
て

問  

①
渋
谷
区
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ

の
切
れ
目
な
い
サ
ポ
ー
ト
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
②
再

開
し
た
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
感

染
症
対
策
の
取
組
は
。
③
児
童
生

徒
の
心
の
ケ
ア
の
取
組
、
情
報
モ

ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

④
学
習
面
に
つ
い
て
の
決
意
は
。

区
長  

①
妊
婦
全
数
面
接
を
再
開
、

新
生
児
と
産
後
の
母
親
の
サ
ポ
ー

ト
や
乳
児
全
戸
訪
問
等
、
保
健
師

に
よ
る
訪
問
指
導
も
実
施
。
悩
み

や
不
安
な
ど
を
解
消
で
き
る
よ
う
、

丁
寧
な
支
援
を
行
う
。

教
育
長  

②
分
散
登
校
と
し
、
双

方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
可

能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
。
感
染

予
防
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。
座
席
間

隔
を
確
保
し
、
現
段
階
で
は
接
触

す
る
運
動
等
は
行
わ
な
い
。
保
健

衛
生
用
品
を
一
括
購
入
し
配
備
。

文
部
科
学
省
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
感
染
症
対
策
を

徹
底
。
③
担
任
等
が
児
童
生
徒
一

人
一
人
と
面
談
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
被
害
は
、
面
接
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
確
認

し
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応
す
る
よ

う
学
校
へ
指
導
し
、
未
然
防
止
に

努
め
る
。
④
七
月
三
十
一
日
ま
で

を
授
業
日
と
し
、
新
た
に
土
曜
授

業
を
設
定
、
成
長
す
る
場
の
確
保

に
努
め
る
。
学
力
の
三
要
素
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
め
る
教
育
活
動
を

通
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
学
校
生

活
と
な
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

区民生活への支援について等
３点を伺う

公　明　党
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問  

①
特
別
定
額
給
付
金
の
状
況

は
。
②
ひ
と
り
親
世
帯
等
へ
の
上

乗
せ
支
給
は
。
③
路
上
生
活
者
、

視
覚
障
が
い
者
の
方
へ
の
支
給
対

応
は
。
④
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始
め

た
事
業
者
へ
の
支
援
は
。
⑤
庁
舎

一
階
食
堂
跡
の
活
用
は
。
⑥
収
入

減
事
業
者
等
へ
家
賃
補
助
を
。
⑦

融
資
支
払
ま
で
の
資
金
援
助
は
。

⑧
融
資
保
証
料
補
填
を
。
⑨
各
種

証
明
書
手
数
料
免
除
を
。
⑩
介

護
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
支
援
を
。
⑪
自
宅
療
養
者
支
援

を
。
⑫
高
齢
者
の
買
物
代
行
、
感

染
者
の
子
ど
も
預
か
り
、
障
が
い

者
や
高
齢
者
の
宿
泊
施
設
を
。
⑬

オ
ン
ラ
イ
ン
の
パ
パ
・
マ
マ
入
門

学
級
導
入
を
。
⑭
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
チ
コ
ウ
大
学
授
業
導
入
を
。
⑮

学
生
の
生
活
支
援
を
。
⑯
避
難
所

の
感
染
症
対
策
は
。
⑰
受
験
を
控

え
る
子
ど
も
、
保
護
者
の
ケ
ア
は
。

区
長  

①
申
請
書
配
達
完
了
。
申

請
後
二
週
間
以
内
に
振
込
完
了
予

定
。
②
区
独
自
支
援
策
を
実
施
。

③
路
上
生
活
者
は
基
準
日
以
降
で

も
申
請
期
限
ま
で
に
住
民
票
作
成

さ
れ
れ
ば
対
象
。
視
覚
障
が
い
者

新型コロナウイルス感染症
対策等について伺う

立憲民主党
中田　喬士 議員

や
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
を
。

④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
完
全
分
別
の

取
組
は
。
⑤
新
庁
舎
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
は
。

区
長  

⑤
検
討
し
て
い
く
。

環
境
政
策
部
長  

①
小
学
校
二
校
、

公
園
八
か
所
整
備
。
②
③
検
討
。

④
今
年
度
に
完
全
再
資
源
化
調
査

を
行
い
来
年
度
か
ら
の
計
画
策
定
。

用
語
解
説

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

＝
大
人
が
担
う
よ
う
な
家
族
の
介

護
、
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
す
る

こ
と
で
、
自
ら
の
育
ち
や
教
育
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
十
八
歳
未

満
の
子
ど
も
た
ち

用
語
解
説

※
不
育
症
＝
妊
娠
は

す
る
が
、
流
産
や
死
産
を
二
回
以

上
繰
り
返
し
て
子
ど
も
が
持
て
な

い
ケ
ー
ス

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

▷
情
報
弱
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に

情
報
端
末
を
使
い
こ
な
す
高
齢
者

の
方
へ
は
点
字
封
筒
で

申
請
書
送
付
。
④
⑤
検

討
中
。
⑥
総
合
的
に
考

え
て
困
難
。
⑦
⑧
考
え

て
い
な
い
。
⑨
現
段
階

で
は
見
送
り
。
⑩
国
や

都
の
支
援
策
を
見
極
め

検
討
。
⑪
感
染
者
拡
大

の
場
合
検
討
。
⑫
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急

一
時
保
護
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
連
携
等
で

対
応
。
⑬
今
後
の
研
究

課
題
。
⑭
準
備
中
。
⑮
慎
重
に
検

討
。
⑯
運
用
面
の
感
染
防
止
対
策

を
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反

映
。

教
育
長  

⑰
進
路
説
明
会
や
面
談

を
よ
り
丁
寧
に
行
い
、
進
路
関
係

情
報
の
迅
速
な
伝
達
に
努
め
る
。

福
祉
政
策
に
つ
い
て

問  

①
養
育
費
不
払
の
支
援
を
。

②
条
例
制
定
等
ヤ※
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
を
。
③
ま
た
教
員
周
知
を
。

区
長  

①
検
討
。
②
検
討
課
題
。

教
育
長  

③
教
育
セ
ン
タ
ー
に
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

増
員
配
置
し
学
校
と
の
連
携
強
化
。

出
産
・
子
育
て
政
策
に
つ
い
て

問

①
不※
育
症
助
成
を
。
②
職
員

の
不
妊
治
療
休
暇
を
。
③
不
育
症

治
療
の
潜
在
需
要
調
査
を
。
④
妊

婦
検
診
独
自
補
助
券
を
。
⑤
多
胎

妊
娠
者
・
家
庭
へ
移
動
経
費
補
助

を
。
⑥
ま
た
検
査
受
診
券
追
加
を
。

区
長  

②
有
給
休
暇
等
で
対
応
。

健
康
推
進
部
長  

①
都
の
助
成
注

視
。
③
④
困
難
。
⑤
当
事
者
の
方

に
意
見
を
伺
う
。⑥
考
え
は
な
い
。

環
境
政
策
に
つ
い
て

問  

①
天
然
芝
生
化
の
現
状
は
。

②
環
境
に
優
し
い
人
工
芝
に
入
れ

替
え
、
人
工
芝
の
排
水
溝
へ
の
流

出
抑
制
機
器
導
入
を
。
③
庁
舎
内

自
販
機
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
販
売
を

◁
移
動
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
る

双
子
ベ
ビ
ー
カ
ー
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問  

①
個
人
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
へ
の
所
得
補
償
、
中
小
事
業

者
へ
の
家
賃
助
成
を
。
助
成
金
等

の
申
請
手
続
に
専
門
家
の
支
援
、

手
数
料
の
無
料
化
を
。
②
失
業
内

定
取
消
し
者
の
雇
用
を
。
③
学
生

の
学
費
半
額
、
家
賃
の
補
助
を
。

区
奨
学
金
の
返
済
免
除
を
。
④
区

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
常
時
開
設

し
、
必
要
な
方
へ
の
検
査
と
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
福
祉
職
員
等
に
公

費
で
定
期
的
な
検
査
を
。
⑤
区
内

医
療
機
関
に
助
成
を
。
⑥
基
金
を

活
用
し
区
独
自
施
策
を
実
施
せ
よ
。

区
長  

①
国
や
都
の
支
援
が
早
く

行
き
渡
る
よ
う
要
望
。
手
続
の
専

門
家
活
用
を
検
討
。
無
料
化
は
見

送
る
。
②
対
象
と
効
果
は
限
ら
れ

る
。
③
学
費
半
減
は
政
府
の
判
断

を
注
視
。
家
賃
補
助
・
奨
学
金
返

済
免
除
は
考
え
て
い
な
い
。
④
区

内
医
療
機
関
と
連
携
し
、
円
滑
な

検
査
体
制
に
取
り
組
む
。
一
律
に

検
査
を
行
う
よ
り
、
感
染
予
防
が

重
要
。
⑤
そ
の
考
え
は
な
い
。
⑥

基
金
の
活
用
は
慎
重
を
期
す
。

区
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問  

①
出
張
所
の
再
編
統
合
を
元

に
戻
し
、
区
民
会
館
等

に
区
職
員
を
配
置
し
、

保
健
所
体
制
の
抜
本
的

強
化
を
。
②
自
治
体
が

進
め
る
べ
き
中
小
企
業

支
援
と
無
縁
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
と
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
や
め
よ
。

区
長  

①
そ
の
考
え
は

な
い
。
②
企
業
利
益
優

先
の
事
業
で
は
な
い
。

医
療
保
険
に
つ
い
て

問  

①
減
収
率
に
応
じ
た
区
独
自

の
保
険
料
軽
減
を
。
子
ど
も
の
均

等
割
免
除
を
。
②
傷
病
手
当
金
を

事
業
主
も
対
象
と
し
全
額
補
償
に
。

区
長  

①
そ
の
考
え
は
な
い
。
②

国
の
基
準
に
基
づ
い
て
実
施
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
教
員
配
置
の
拡
大
や
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
増
員
を
。

②
学
校
の
「
新
し
い
日
常
」
と
し

て
少
人
数
学
級
の
実
施
を
。
③
就

学
援
助
児
童
に
休
校
期
間
中
の
食

事
代
を
支
給
し
、
給
食
費
は
無
償

化
せ
よ
。
④
就
学
援
助
の
収
入
基

準
の
引
上
げ
、
新
入
学
学
用
品
費

支
給
額
を
生
活
保
護
基
準
に
。

区
長  

③
休
校
中
の
食
事
代
支
給

や
給
食
費
の
無
償
化
は
考
え
て
い

な
い
。
④
現
行
基
準
を
維
持
。

教
育
長  

①
②
国
・
都
の
基
準
で

配
置
、
増
員
は
求
め
な
い
。

羽
田
空
港
都
心
低
空
飛
行
ル
ー
ト

に
つ
い
て

問  

区
民
の
声
に
応
え
都
心
低
空

飛
行
ル
ー
ト
の
撤
回
を
求
め
よ
。

区
長  

国
の
責
任
で
騒
音
・
安
全

対
策
等
の
強
化
を
求
め
て
い
く
。

都
立
広
尾
病
院
に
つ
い
て

問  

感
染
症
対
策
上
重
要
な
役
割

を
持
つ
病
院
と
し
て
都
立
直
営
で

運
営
す
る
よ
う
都
に
求
め
る
べ
き
。

区
長  

都
立
病
院
の
運
営
主
体
は

都
が
決
め
る
べ
き
専
管
事
項
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

新
庁
舎
の
二
百
十
九
か
所
も
の
雨

漏
り
と
区
長
の
怠
慢
を
た
だ
す

問  

①
令
和
元
年
度
の
第
三
回
定

例
会
に
お
い
て
新
庁
舎
の
雨
漏
り

に
つ
い
て
質
間
し
た
。
そ
の
後
の

工
事
等
の
進
捗
状
況
、
完
了
報
告

を
区
議
会
全
員
協
議
会
、
委
員
会

な
ど
へ
報
告
を
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
区
民
の
皆
様
の
新
庁
舎
で
あ

る
、
区
民
に
も
説
明
す
る
べ
き
だ

が
所
見
を
伺
う
。
②
私
も
委
員
会

で
の
調
査
を
委
員
長
に
拒
否
さ
れ

た
。
情
報
公
開
を
取
っ
た
結
果
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の

貫
通
に
関
し
て
内
外
に
シ
ー
リ
ン

グ
が
な
く
雨
漏
り
が
二
百
十
九
か

所
に
も
及
び
、
ま
た
新
庁
舎
と
公

会
堂
の
間
の
地
下
に
は
シ
ー
リ
ン

グ
の
ミ
ス
が
あ
り
雨
漏
り
し
て
い

る
。
新
庁
舎
は
三
階
か
ら
屋
上
ま

で
と
、
地
下
は
一
階
か
ら
二
階
、

全
て
に
欠
陥
が
あ
る
の
に
な
ぜ
議

会
報
告
を
し
な
い
の
か
。
区
民
財

産
を
我
々
は
審
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
お
伺
い
す
る
。
③
こ
れ

だ
け
欠
陥
が
あ
る
の
に
全
議
員
の

質
疑
に
答
え
る
予
定
は
あ
る
の
か

お
伺
い
す
る
。
庁
舎
が
既
に
雨
漏

り
を
し
、
こ
の
貫
通
鉄
骨
の
中
か

ら
雨
漏
り
を
し
て
建
物
の
寿
命
が

既
に
縮
ん
で
い
て
、
躯
体
に
影
響

が
来
て
い
る
。
一
世
紀
使
え
る
庁

舎
が
ど
ん
ど
ん
寿
命
が
縮
ん
で
い

る
状
況
で
、
議
会
説
明
し
な
い
の

は
区
長
の
怠
慢
で
あ
る
。

区
長  

①
新
庁
舎
で
発
生
し
た
一

部
漏
水
に
つ
い
て
は
施
工
業
者
等

に
よ
り
対
策
工
事
を
完
了
し
て
い

る
。
②
昨
年
の
各
定
例
会
で
の
答

弁
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い
る
。
③

説
明
す
る
予
定
は
な
い
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

出
産
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

①
妊
活
・
不
妊
治
療
に
関
す

る
情
報
提
供
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
を
。

ま
た
、
対
面
で
専
門
家
の
講
座
実

施
を
。
②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
導
入
し
、
週
一
回
程
度
、

保
育
園
を
訪
問
し
て
は
。

区
長  

①
渋
谷
区
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
と
連
携
し
利
用
で
き

る
電
子
母
子
手
帳
サ
ー
ビ
ス
「
シ

ブ
ヤ
母
子
健
康
ノ
ー
ト
」
が
好
評
。

今
後
、
講
座
実
施
も
検
討
。
②
人

材
確
保
が
困
難
な
た
め
検
討
課
題
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問  

①
自
動
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
機

能
付
き
電
話
機
等
に
買
換
え
時
に

費
用
一
部
助
成
を
。
②
防
災
行
政

無
線
の
活
用
、
ス
ー
パ
ー
や
街
中

ビ
ジ
ョ
ン
に
映
像
を
流
し
防
犯
周

知
を
。
③
警
察
署
と
連
携
し
、
区

民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
発
言
で

き
る
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
防
犯
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
実
施
を
。

区
長  

①
②
③
今
後
の
参
考
。

教
育
に
つ
い
て

問  
子
ど
も
た
ち
が
放
送
内
容
を

考
え
、
出
演
す
る
「
こ
ど
も
放
送

局
」
を
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
で
実
施
を
。

教
育
長  
区
は
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
の

税
務
課
、
ネ
ウ
ボ
ラ
公
募
で
問
題

問  

①
税
務
課
は
内
規
違
反
を
承

知
で
短
期
間
に
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

公
募
を
締
め
切
り
、
結
果
、
前
年

と
同
じ
業
者
し
か
応
募
が
な
か
っ

た
。
業
者
と
癒
着
の
疑
い
が
あ
る
。

②
ネ
ウ
ボ
ラ
運
営
業
者
の
選
定
に

疑
惑
。
金
額
が
他
社
の
二
倍
以
上

と
高
額
な
の
に「
ま
ち
の
保
育
園
」

が
受
託
。
同
社
社
長
は
長
谷
部
区

長
の
支
援
者
。
評
価
基
準
の
後
付

変
更
、
区
長
寄
り
の
人
選
も
異
常
。

区
長  

①
特
別
な
事
情
の
場
合
短

縮
可
。
事
情
は
開
発
期
間
の
短
さ
。

選
定
は
適
正
。
②
算
定
方
法
が
各

社
相
違
の
た
め
金
額
評
価
を
除
外
。

﹁
ま
ち
の
保
育
園
﹂
へ
発
注
情
報

漏
え
い
、
公
文
書
改
ざ
ん
の
疑
い

問  

①
「
ま
ち
の
保
育
園
」
が
提

出
し
た
提
案
書
は
図
面
の
日
付
が

公
募
発
表
前
だ
っ
た
。
発
注
情
報

が
事
前
に
漏
え
い
し
て
い
る
証
拠
。

公
募
は
出
来
レ
ー
ス
で
は
な
い
か
。

②
提
案
書
に
区
の
受
付
印
が
な
い
。

不
審
点
を
指
摘
す
る
と
、
受
付
印

を
後
か
ら
押
し
直
し
て
私
に
提
出
。

公
文
書
偽
造
で
隠
蔽
工
作
は
問
題
。

番
組
編
成
権
を
有
し
な
い
。
ご
意

見
と
し
て
受
け
止
め
る
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

区
長  

①
漏
え
い
の
事
実
は
な
い
。

②
情
報
公
開
で
本
書
で
は
な
い
書

類
を
提
出
し
た
た
め
受
付
印
な
し
。

神
南
小
学
校
で
危
険
な
高
所
作
業

問  

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
命
綱
な
し
で

作
業
員
が
窓
枠
に
し
が
み
つ
き
高

所
の
壁
を
清
掃
。
人
命
軽
視
だ
。

教
育
長  

事
実
確
認
後
、
即
作
業

を
中
止
さ
せ
事
業
者
に
厳
重
注
意
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

福
祉
に
つ
い
て

問  

①
感
染
症
対
策
で
、
福
祉
施

設
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
と
備
蓄

品
の
在
り
方
は
。
②
福
祉
施
設
に

お
け
る
非
感
染
者
の
区
有
施
設
代

替
利
用
に
よ
る
隔
離
を
。
③
緊
急

時
施
設
職
員
の
宿
泊
施
設
確
保
を
。

区
長  

①
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
確
認
・
徹
底
、
備
蓄
品
の
確

保
に
努
め
る
。
②
十
分
な
介
助
等

の
提
供
が
困
難
な
た
め
、
そ
の
考

え
は
な
い
。
③
今
後
の
検
討
課
題
。

教
育
に
つ
い
て

問  

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

は
保
護
者
に
十
分
な
周
知
を
。
ま

た
次
期
シ
ス
テ
ム
の
ス
ペ
ッ
ク
は
。

教
育
長

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
。
現
在
よ
り
快
適
か
つ
確

実
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
現
。

＊質問・答弁は要旨を掲載しています。
　詳しい内容は、区議会ホームページまたは会議録（８月下旬発行予定）をご覧ください。会議録は区政資料コーナー、区立図書館でご覧になれます。

新庁舎について伺う

れいわ渋谷
堀切　稔仁 議員

一
般
質
問（
個
人
）

公募型プロポーザルの不祥事
について等３点を伺う

れいわ渋谷
金子　快之 議員

新型コロナの不安をなくし、
くらしと営業を守る区政を

日本共産党
牛尾　真己 議員

福祉・教育・商工観光に
ついて伺う

立憲民主党
治田　学 議員

◁
都
立
広
尾
病
院

出産・子育て支援、防犯対策、
教育について伺う

シブヤ笑顔
森田　由紀 議員
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商
工
観
光
に
つ
い
て

問  
飲
食
店
へ
の
支
援
策
と
し
て

道
路
の
一
部
使
用
や
緑
道
、
公
園

使
用
の
規
制
緩
和
を
検
討
し
て
は
。

区
長  

地
域
の
要
請
に
応
じ
て
実

現
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

①
子
育
て
、
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
区
独
自
給
付
を
。
子
ど
も
の

貧
困
実
態
調
査
実
施
と
子
ど
も
の

権
利
条
例
制
定
を
。
②
民
間
保
育

施
設
の
減
収
分
の
補
償
を
。
給
食

食
材
納
入
業
者
に
減
収
分
助
成
を
。

区
長  

①
ひ
と
り
親
世
帯
に
区
独

自
の
支
援
を
実
施
。
特
別
区
長
会

か
ら
国
や
都
に
要
望
。
調
査
実
施

や
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
。
②

区
の
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
。

特
別
融
資
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
活
用
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
と
介
護

保
険
に
つ
い
て

問  

①
介
護
事
業
所
、
障
が
い
者

施
設
の
実
態
を
調
査
し
、
前
年
同

月
の
収
入
と
の
差
額
と
家
賃
の
助

成
を
。
区
と
し
て
介
護
職
員
の
賃

金
助
成
を
。
②
区
独
自
の
訪
問
介

護
の
抜
本
的
拡
大
を
。
介
護
認
定

に
至
ら
な
い
全
て
の
高
齢
者
世
帯

を
訪
問
し
見
守
る
活
動
を
。
高
齢

者
の
居
場
所
な
ど
に
財
政
支
援
を
。

③
高
齢
者
世
帯
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
助
成
を
。

区
長  

①
必
要
に
応
じ
て
実
態
把

握
に
努
め
、
助
成
の
予
定
は
な
い
。

②
拡
大
の
考
え
は
な
い
。
現
体
制

を
推
進
。
区
施
設
の
感
染
予
防
に

努
め
る
。
③
今
後
の
研
究
課
題
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

区
政
課
題
に
つ
い
て

問  

①
七
十
億
円
程
度
の
財
源
を

確
保
し
生
活
支
援
を
。
②
区
内
医

療
機
関
の
支
援
を
。
③
全
て
の
区

の
計
画
に
感
染
症
対
策
の
観
点
を
。

④
予
防
で
き
る
感
染
症
の
対
策
を

進
め
る
た
め
に
定
期
・
任
意
予
防

接
種
に
つ
い
て
弾
力
化
を
。
⑤
休

校
中
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
び
を
継

続
で
き
た
。
保
障
す
べ
き
は
時
間

数
で
は
な
く
修
得
。
追
加
の
授
業

確
保
は
最
小
限
に
し
、
必
要
な
児

童
生
徒
に
補
習
を
実
施
し
て
は
。

区
長 

①
基
金
の
活
用
は
、
歳
入

動
向
、
支
援
に
要
す
る
経
費
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
慎
重
に
決
定
。

②
資
材
等
を
提
供
。
引
き
続
き
区

内
医
療
機
関
や
医
師
会
と
緊
密
な

連
携
を
保
つ
。
③
事
業
の
見
直
し

と
、
喫
緊
の
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
。
④
感
染
症
の
流
行
状
況
を

考
慮
し
、
適
切
な
時
期
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
周
知
啓
発
を
行
う
。

教
育
長  

⑤
追
加
日
程
は
最
小
限

に
す
る
。
追
加
指
導
が
必
要
な
児

童
生
徒
は
、
個
別
課
題
の
提
示
、

学
習
動
画
「
渋
谷
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
」
の
視
聴
、
「
土
曜
・

放
課
後
学
習
ま
な
び
～
」
の
活
用

に
よ
り
学
力
の
保
障
に
努
め
る
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

感染症への対応と今後、産業振興、
電子契約、デリバリーについて

須田　賢 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
と
今
後
に
つ
い
て

問  

①
区
施
設
、
学
校
運
営
の
可

否
を
決
め
る
指
針
を
設
け
て
は
。

②
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
を
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
し
で
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
取
組
は
。

区
長  

①
国
及
び
東
京
都
の
方
針

を
参
考
に
判
断
。
②
負
荷
低
減
の

た
め
、
業
務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
と

Ａ
Ⅰ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
な
ど
検
討
。

教
育
長  

①
国
及
び
東
京
都
の
方

針
や
要
請
を
踏
ま
え
判
断
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問  

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
払
い
に
よ
る
電

子
ク
ー
ポ
ン
利
用
の
推
進
を
。

区
長  

効
果
的
な
施
策
だ
が
、
区

民
限
定
に
す
る
に
は
課
題
あ
り
。

電
子
契
約
に
つ
い
て

問  

事
業
者
と
の
契
約
を
一
〇
〇

％
電
子
契
約
と
す
る
べ
き
で
は
。

区
長  

段
階
的
に
導
入
し
て
い
く
。

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
に
つ
い
て

問  

事
業
者
に
対
し
て
安
全
対
策

を
強
く
求
め
て
い
く
べ
き
。

区
長  

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
配

達
員
を
含
め
た
自
転
車
利
用
者
に

対
し
意
識
啓
発
を
積
極
的
に
行
う
。

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

議会情報公開・個人情報保護実施状況

情報公開関係（令和２年４月1日～６月30日）

　請求件数　　　　　　　0件
　文書件数　　　　　　　0件
　公開件数　　　　　　　0件
　非公開件数（不存在）　　0件
個人情報保護関係（令和２年４月1日～６月30日）

　請求件数　　　　　　　0件

感染症対策と教育について

鈴木  建邦 議員

コロナ対策として、子育て支援、高齢
者・障がい者福祉の強化を求める

日本共産党
田中　正也 議員

　

地
方
自
治
の
伸
長
発
展
と

区
政
の
向
上
振
興
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
、
丸
山
高
司

議
員
が
令
和
二
年
五
月
二
十 

七
日
、
全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
議
員
二
十
五
年
以
上
特

別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

テナント賃料支援制度の早急な創設を求める意見書 羽田空港新飛行ルートの再考を
国に求める意見書　　　　　　

　新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛要請、緊急事態宣言の影響により、渋谷区内の
外食・小売・サービス店舗は経営に深刻な打撃を受けている。売上が対前年90％減という店舗
も少なくなく、全国約４千店の飲食店のデータを持つ民間企業の試算によると、４月の１店舗
当たりの来店件数は前年同月比89.2％減と発表されている。
　店舗を経営する個人事業主や中小企業の多くは、日々の売上収入を見込み１か月～２か月程
度の手元資金で運転しているのが実状であり、限界にさしかかっている状態にある。ここにお
いて固定費として最も重くのしかかっているのがテナント賃料であり、事態の長期化も懸念さ
れることから、事業継続のためのテナント賃料の猶予・減免は待ったなしである。
　政府は、不動産所有者が入居者の賃料を猶予・減免した場合に、固定資産税と都市計画税の
減免、国税・地方税・社会保険料の納付猶予、家賃減免による減収額の損金算入といった支援
策を打ち出しており、適切に組み合わせることにより不動産所有者の負担を最小限に抑えるこ
とは可能であるが、テナント店舗の救済も急務である。
　渋谷区は、日本屈指の商業集積地として、また消費地として、その活力は健全な店舗の繁栄
から生まれるものであり、新型コロナウイルスから区民・来街者を守るために協力し犠牲にな
っている店舗が、衰弱し廃業していく事態を看過できない。
　よって、渋谷区議会は、国会及び政府に対し、不動産所有者がテナント店舗から求められた
場合に賃料の支払い猶予・減免等、また、賃借人に家賃等の補助が可能になるよう、不動産所
有者と店舗経営者とがともに事業継続可能な法制度の一刻も早い整備を強く求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和２年５月11日
渋谷区議会議長　名　

　衆議院議長
　参議院議長
　内閣総理大臣
　財務大臣　
　総務大臣
　国土交通大臣
　経済再生担当大臣
　経済産業大臣

　国は本年３月29日より、国際線の増便を主な目的と
した羽田空港新飛行ルートの本格運用を開始している。
　しかし、現在、新型コロナウイルス感染症の世界的
な流行により、東京２０２０大会が延期になるなど、
国際便が大幅な減便となっている中、渋谷区民から
「騒音がひどすぎて、窓も開けられない。」「落下物
が心配だ。」といった苦情が多数寄せられている。
　こうした状況を鑑み、６月３日に国土交通大臣は、
羽田空港新飛行ルートの固定化を回避するための方策
を早急に検討するため、有識者及び専門家による検討
会の立ち上げを表明した。
　よって、引き続き、渋谷区議会は国会及び政府に対
し、区民の不安を解消するため、羽田空港新飛行ルー
トの固定化を避ける取り組みを早急かつ具体的に再考
するよう国に強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

　令和２年６月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　渋谷区議会議長　名　

　衆議院議長
　参議院議長　
　内閣総理大臣
　国土交通大臣

�
｜
｜
�
｜
｜
�

あて

�
｜
｜
｜
｜
｜
�
｜
｜
｜
｜
｜
�

あて

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰
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▷
新
宮
下
公
園
視
察

△「住居確保給付金のご案内」
　（厚生労働省）

（https://www.mhlw.go.jp/content/
000626236.pdf）を加工して作成

◁
移
設
後
の
埼
京
線
ホ
ー
ム

委員会の活動状況

令
和
２
年
３
月
24
日
〜
令
和
２
年
６
月
17
日

▼
今
年
度
再
編
さ
れ
た
部
署
を
中

心
に
、
令
和
二
年
度
組
織
機
構
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
経
過
及
び
現
状
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
の
感

染
予
防
対
策
と
し
て
、
非
接
触
型

体
温
計
等
新
た
に
必
要
が
認
め
ら

れ
た
備
蓄
品
の
購
入
や
災
害
避
難

所
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
購
入
の
計
画
を
早
め
る
こ
と
等

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
の
改
善
や
渋
谷
の

ラ
ジ
オ
の
活
用
で
、
区
民
へ
の
周

知
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

▼
東
京
都
知
事
選
挙
に
つ
い
て
は

前
回
と
同
様
の
規
模
で
、
七
月
五

日
に
執
行
す
る
旨
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
完
全
に
収
束
し
て
い
な
い
状
況

で
の
選
挙
で
あ
り
、
区
民
や
従
事

職
員
に
対
し
、
十
分
な
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
て
、
実
行
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

▼
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
迅
速
か
つ
的

確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。
事
務
の
効
率
を
上
げ
早
急

に
給
付
す
る
こ
と
や
、
Ｄ
Ⅴ
被
害

者
に
対
し
て
は
、
本
人
に
確
実
に

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
の
生
活
を
支
援
す
る
取
組
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
臨
時

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
早
い
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

給
付
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
住
民
税
の
徴
収
猶

予
の
特
例
制
度
及
び
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
減
収
と
な
っ
た
区
民

等
が
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
周

知
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

▼
宮
下
公
園
に
つ
い
て
、
現
地
視

察
を
行
い
、
施
設
概
要
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
運
営
、
多
目
的

運
動
施
設
の
予
約
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
等

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
の
活
動
状
況

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

区
民
環
境
委
員
会

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

自
治
権
確
立

自
治
権
確
立

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

者
の
方
に

も
配
慮
し

て
、
丁
寧

に
広
く
周

知
す
る
よ

う
求
め
ま

し
た
。

▼
六
月
三
日
、
第
二
回
渋
谷
区
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
事
前
に
区
長
の

出
席
を
求
め
、
提
出
予
定
議
案
と

し
て
、
渋
谷
区
特
別
区
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条

例
十
件
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
等
に
係
る
令
和

二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
、
令
和
二
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
、
笹
塚
防
災
職
員
住
宅
（
仮

▼
令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
を
協

議
し
ま
し
た
。
区
内
の
交
通
問
題

に
か
か
わ
る
調
査
・
研
究
を
行
う

こ
と
、
庁
舎
等
公
有
地
問
題
に
か

か
わ
る
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と

と
決
定
し
ま
し
た
。

▼
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
改
良
に
伴
う
埼
京

線
ホ
ー
ム
移
設
工
事
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
工
事

概
要
は
、
埼
京
線
下
り
（
新
宿
方

面
）
線
路
の
移
動
、
新
し
い
埼
京

線
ホ
ー
ム
と
山
手
線
ホ
ー
ム
と
の

並
列
化
・
南
改
札
及
び
ハ
チ
公
改

札
と
直
結
化
、
埼
京
線
下
り
の
宮

益
架
道
橋
の
改
築
、
既
存
の
埼
京

線
ホ
ー
ム
の
連
絡
通
路
化
で
す
。

五
月
二
十
九
日
の
夜
か
ら
六
月
一

日
の
明
け
方
に
か
け
て
工
事
を
実

施
し
、
六
月
一
日
の
始
発
よ
り
新

埼
京
線
ホ
ー
ム
の
供
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
伴
い
、
新

埼
京
線
ホ
ー
ム
と
山
手
線
ホ
ー
ム

が
並
列
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
乗

換
の
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

た
事
業
は
中
止
さ
れ
、
そ
の
他
の

事
業
は
今
後
、
実
施
時
期
や
内
容

等
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
延
期
に
よ

り
生
じ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、

更
な
る
気
運
の
醸
成
に
繋
が
る
施

策
の
展
開
を
求
め
ま
し
た
。

▼
教
育
振
興
部
か
ら
区
立
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
教
育
に
関
す
る
取
組
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼
第
二
回
定
例
会
中
の
委
員
会
で

は
、
今
年
度
の
活
動
方
針
及
び
活

動
内
容
を
決
定
し
ま
し
た
。
本
委

員
会
は
今
後
と
も
、
東
京
二
〇
二

〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
に
関
連
す
る
諸
問

題
の
解
決
と
気
運
の
醸
成
を
図
る

た
め
、
調
査
並
び
に
対
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

▼
令
和
二
年
度
に
お
け
る
、
多
様

性
社
会
推
進
特
別
委
員
会
の
活
動

方
針
及
び
活
動
内
容
に
つ
い
て
、

協
議
、
決
定
し
ま
し
た
。

▼
性
別
、
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
、

人
種
・
国
籍
な
ど
を
問
わ
な
い
、

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の
推
進

に
向
け
て
、
様
々
な
課
題
を
調
査
、

研
究
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
多
様
性

を
尊
重
す
る
社
会
に
つ
い
て
の
理

解
が
さ
ら
に
深
ま
り
広
が
っ
て
い

く
よ
う
、
今
後
と
も
多
角
的
な
側

面
か
ら
丁
寧
に
実
情
を
把
握
し
つ

つ
、
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

▼
男
女
平
等
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
担
当
か
ら
、
男
女
平
等
・
多

様
性
社
会
推
進
事
業
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
事

業
等
の
休
止
や
、
今
後
の
予
定
の

ほ
か
、
ア
イ
リ
ス
の
運
営
方
法
の

変
更
に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し
た
。

▼
東
京
二
〇
二
〇
大
会
延
期
の
経

過
と
、
令
和
二
年
度
、
区
の
推
進

事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
十
月
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い

称
）
建
設
工
事
請
負
契
約
、
株
式

会
社
渋
谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
の
経
営

状
況
の
報
告
な
ど
報
告
六
件
、
ま

た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
令
和
二

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
を
提
出
す
る
と
の
説
明
を
聴

取
し
ま
し
た
。

▼
当
委
員
会
は
、
こ
の
説
明
を
踏

ま
え
、
定
例
会
の
会
期
及
び
日
程

に
つ
い
て
協
議
し
、
会
期
を
六
月

十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
令
和
二
年
度
の
自
治
権
確
立
特

別
委
員
会
に
お
け
る
活
動
方
針
及

び
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
協
議
を

行
い
、
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
区
の
自
治
権
拡
充
・
地
方
分

権
及
び
二
十
三
区
共
同
事
業
に
関

す
る
諸
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

調
査
並
び
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
清

掃
事
業
の
安
全
か
つ
安
定
的
な
運

営
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
種
々

の
課
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
相
談
所

に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
の
改

正
に
よ
り
特
別
区
が
児
童
相
談
所

を
設
置
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
四
月
に
世
田
谷
区
・
江

戸
川
区
が
設
置
し
ま
し
た
。
七
月

に
は
荒
川
区
が
開
設
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

渋
谷
区
に
お
い
て
も
、
人
材
や
財

源
の
確
保
、
都
内
に
お
け
る
適
正

配
置
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
調

査
を
行
い
ま
す
。

交
通
・
公
有
地
問
題

交
通
・
公
有
地
問
題

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
策
特
別
委
員
会

対
策
特
別
委
員
会

多
様
性
社
会
推
進

多
様
性
社
会
推
進

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

▼
（
仮
称
）
渋
谷
区
地
域
外
来
・

検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
進
捗
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
応
じ
て
、
区
内
医
療
機
関
と
連

携
し
て
的
確
な
検
査
体
制
を
と
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
福
祉
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

利
用
者
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
ケ
ア

の
ほ
か
、
施
設
職
員
も
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
に
、
保
健
所
と
も
連

携
し
て
い
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
急
増

し
た
相
談
や
手
続
き
に
つ
い
て
、

迅
速
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
高
齢

ま
た
、
特
に
経
済
的
支
援
を
必
要

と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
区
独

自
施
策
で
あ
る
ク
オ
カ
ー
ド
の
支

給
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応

を
高
く
評
価
し
、
今
後
、
支
援
策

の
対
象
拡
大
も
検
討
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

▼
五
月
一
日
現
在
の
児
童
生
徒
数

及
び
学
級
数
に
つ
い
て
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
小
学
校
で
二
百
九
十

二
人
、
七
学
級
の
増
、
中
学
校
で

は
、
四
人
、
一
学
級
の
増
と
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
児
童
生
徒
数

は
当
分
の
間
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
場
所

の
確
保
を
最
優
先
に
、
状
況
を
正

確
に
見
据
え
て
適
切
に
対
応
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。



しぶや区議会だよりは各戸配布のほか、 区施設、 区内の駅などにあります。

し ぶ や 区 議 会 だ よ り 令和2年（2020年）7月11日　No. 2897 議案等の概要と結果・報告

第２回定例会／報告
▷令和元年度渋谷区一般会計予算繰越明許費の繰越し

・障害者福祉複合施設建設事業費
　繰越額　　　 54,230,000円
・高齢者ケアセンター跡地複合施設整備工事
　繰越額　　　 15,832,000円
・千駄ヶ谷駅前公衆便所整備事業
　繰越額　　　 62,231,840円
・猿楽橋等安全対策工事
　繰越額　　　 41,849,000円
・渋谷駅南口北側自由通路整備事業
　繰越額　　　 58,146,000円
・特定緊急輸送道路沿道建築物耐震化助成事業
　繰越額　　　290,347,000円

・学校情報通信ネットワーク環境整備
　繰越額　　　418,000,000円

▷株式会社渋谷サービス公社の経営状況
令和２年度予算総額は、1,987,736,000円で、
主な事業内容は、地域交流センター運営管理、
自主事業

▷渋谷区土地開発公社の経営状況
令和２年度は、公有用地取得事業費として
1,228,072,000円を計上

▷一般財団法人渋谷区観光協会の経営状況
令和２年度予算総額は、109,480,906円で、
主な事業内容は、観光情報の提供事業、観光案
内事業

▷株式会社渋谷都市整備公社の経営状況
令和２年度予算総額は、1,208,877,000円で、
主な事業内容は、渋谷区役所前駐車場の管理運営

▷公益財団法人渋谷区美術振興財団の経営状況
令和２年度予算総額は、188,170,500円で、
主な事業内容は、区立松濤美術館の美術振興事
業、教育普及事業

令和２年　第１回臨時会／議案等の概要と結果 自
由
民
主
党

シ
ブ
ヤ
笑
顔

公

明

党

立
憲
民
主
党

日
本
共
産
党

れ
い
わ
渋
谷

その他
（議席番号順） 結 果

○ 賛 成
× 反 対

無
所
属

無
所
属件　　　　　　名 概　　　　　　　　　　要

令和２年度渋谷区一般会計補正予算（第１号） 補正金額　23,601,168千円　
・新型コロナウイルス感染症対策事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

テナント賃料支援制度の早急な創設を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定

令和２年　第２回定例会／議案等の概要と結果 自
由
民
主
党

シ
ブ
ヤ
笑
顔

公

明

党

立
憲
民
主
党

日
本
共
産
党

れ
い
わ
渋
谷

その他
（議席番号順） 結 果

○ 賛 成
× 反 対

無
所
属

無
所
属件　　　　　　名 概　　　　　　　　　　要

渋谷区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する条例の一部を改正する条例 個人番号利用事務の名称の改正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

渋谷区手数料条例の一部を改正する条例 １　通知カードの再交付に係る手数料の廃止
２　プロジェクションマッピングに係る手数料の新設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するための防疫業務特別
手当に係る規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区特別区税条例等の一部を改正する条例
１　未婚のひとり親に対する税制上の措置及び寡婦（夫）控除の見直し　等
２　葉巻たばこの課税方式の段階的見直し
３　新型コロナウイルス感染症等に係る特例措置　等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区国民健康保険条例の一部を改正する条例 新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対する傷病手当金の支給 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区ひがし健康プラザ条例の一部を改正する条例 指定管理者による管理に係る規定の新設 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

渋谷区特別養護老人ホーム条例等の一部を改正する条例の一部を
改正する条例

施設の名称の変更
変更前：渋谷区高齢者ケアセンター跡地複合施設特別養護老人ホーム
　　　　渋谷区高齢者ケアセンター跡地複合施設高齢者在宅サービスセンター
変更後：渋谷区かんなみの杜・渋谷
　　　　渋谷区かんなみの杜・渋谷高齢者在宅サービスセンター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区介護保険条例の一部を改正する条例 令和２年度の低所得者に対する第１号被保険者保険料の軽減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の
一部を改正する条例

東京都市計画神南二丁目・宇田川町地区整備計画区域における建築物の建蔽
率の最高限度の追加　等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区スポーツ施設条例の一部を改正する条例 代官山スポーツプラザの開場時間の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度渋谷区一般会計補正予算（第２号） 補正金額　　571,992千円 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決

令和２年度渋谷区国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 補正金額　　   3,750千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

笹塚防災職員住宅（仮称）建設工事請負契約
契約金額　　　　222,200,000円
契約の相手方　　住協建設株式会社 東京本店
工期　　　　　　契約の日から令和３年８月13日まで

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度渋谷区一般会計補正予算（第３号） 補正金額　　286,400千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

羽田空港増便による都心低空飛行計画の抜本的な見直しを国に求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

羽田空港新飛行ルートの再考を国に求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定
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森 田 由 紀
（もりた ゆき）

シブヤ笑顔
代官山町13―4―1
� 5843―6390

吉 田 佳代子
（よしだ　かよこ）

立憲民主党
本町6―38―6―306
� 3373―7167
FAX 3373―7165

○ 牛 尾 真 己
    （うしお　まさみ）

日本共産党
広尾5―25―11
第2広尾フラワーハ
イホーム C―402
� /FAX 3446―4210

下 嶋 倫 朗
（しもじま　みちお）

自由民主党
笹塚2―44―4
� 3378―3377
FAX 3378―3409

栗 谷 順 彦
（くりや　よしひこ）

公明党
富ヶ谷1―31―10―501
�/FAX 3485―6509

◎ 薬 丸 義 人
    （やくまる　よしと）

シブヤ笑顔
恵比寿2―17―20
� 3444―7575
FAX 3444―7578

須   田 　   賢
（すだ けん）

無所属
元代々木町49―20―107
� 6804―9632
FAX 6804―9682

木 村 正 義
（きむら　まさよし）

自由民主党
本町4―44―1
� 3378―3573
FAX 3377―3890
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神 薗 麻智子
（かみぞの まちこ）

シブヤ笑顔
宇田川町16―8
渋谷センタービル3F
� 050―6874―1613

斉 藤 貴 之
（さいとう たかゆき）

自由民主党
道玄坂2―18―11―103
� 5428―8168
FAX 5428―8125

岡 田 麻 理
（おかだ まり）

シブヤ笑顔
恵比寿南2―26―1―711
� 3770―6577
FAX 6745―8477

○ 中 村 豪 志
    （なかむら たけし）

自由民主党
東2―21―9―1002
� 6821―3843
FAX 3476―2344

鈴 木 建 邦
（すずき けんぽう）

無所属
富ヶ谷1―53―12―1106
� 090―5794―8528
FAX 5738―0268

田 中 正 也
（たなか まさや）

日本共産党
本町4―53―2 
�/FAX 3320―0637

◎ 近 藤 順 子
    （こんどう じゅんこ）

公明党
東1―13―1―210
�/FAX 3486―7083

中 田 喬 士
（なかだ たかし）

立憲民主党
円山町26―7―1104
�/FAX 6884―0200

松 山 克 幸
（まつやま かつゆき）

公明党
本町1―11―11
�/FAX 5388―7408
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松   本 　   翔
（まつもと しょう）

自由民主党
富ヶ谷1―52―2
石橋ビル
� 050―3636―5338
FAX 6735-7109

田 中 匠 身
（たなか たくみ）

シブヤ笑顔
幡ヶ谷1―11―13―202
� 5308―3011
FAX 5308―3012

五十嵐 千代子
（いがらし　ちよこ）

日本共産党
本町2―27―15―211
�/FAX 3376―7859

○ 小 田 浩 美
　 （おだ ひろみ）

立憲民主党
東1―8―1
K―HOUSE401号室
� 080―5434―0088　
FAX 6478―8077

金 子 快 之
（かねこ やすゆき）

れいわ渋谷
初台1―36―7
� 050―5848―8162
FAX 050―6867―8459

沢 島 英 隆
（さわしま　ひでたか）

公明党
南平台町15―1―705
�/FAX 3462―7767

◎ 一 柳 直 宏
　　（ひとつやなぎ  なおひろ）

自由民主党
代々木5―34―22
レジデンス代々木公園411
� 5738―2881
FAX 5738―2882

橋 本 侑 樹
（はしもと ゆき）

シブヤ笑顔
神宮前6―27―4
東武第二ビル2階
HUMANS by Next Commons Lab
� 3908―3121

斎 藤 竜 一
（さいとう　りゅういち）

自由民主党
代々木1―30―3―901
� 5333―6735
FAX 5333―6782
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岡　 美千瑠
（おか みちる）

自由民主党
西原1―12―5
� 050―5361―8129
FAX 6740―7956

丸 山 高 司
（まるやま　たかし）

自由民主党
本町2―7―12 
marumaison5J
� 3377―4094
FAX 3377―8002

○ 久 永 　薫
    （ひさなが かおる）

公明党
本町5―42―12
サンバレー渋谷201
�/FAX 6276―7152

堀 切 稔 仁
（ほりきり ねんじん）

れいわ渋谷
幡ヶ谷2―45―3
エスパスアエレ3F
� 3374―5502
FAX 3370―1992

苫   　 孝   二
（とま　こうじ）

日本共産党
幡ヶ谷2―20―8―209
�/FAX 3377―0257

◎ 佐 藤 真 理
    （さとう　まり）

シブヤ笑顔
恵比寿4―27―12
� 080―3173―3731
FAX 5350―1715

治   田   　 学
（はるた まなぶ）

立憲民主党
笹塚3―54―6
アーバンプラネクス101
� 6276―2224
FAX 6276―2226

伊 藤 毅 志
（いとう　たけし）

シブヤ笑顔
神宮前5―38―8
太陽マンション
� 3409―4971
FAX 3409―4966
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